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図１

図３ 図４

平成23年度
歳入

375億7,620万円

平成23年度
歳入

375億7,620万円

平成23年度
歳出

367億8,158万5千円

平成23年度
歳出

367億8,158万5千円

市税　
161億6,786万3千円

市税　
161億6,786万3千円

人件費
59億3,514万3千円

人件費
59億3,514万3千円

地方交付税　地方交付税　
31億8,066万5千円

国・都支出金　
114億2,332万5千円
国・都支出金　

114億2,332万5千円

地方債　
23億7,960万円
地方債　

23億7,960万円
その他　

26億7,562万5千円
その他　

26億7,562万5千円

地方譲与税・税連動交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金 

17億4,912万2千円

地方譲与税・税連動交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金 

17億4,912万2千円

市民税、固定資産税、
都市計画税、市たば
こ税、軽自動車税

市議会議員の報酬、市
職員の給与や社会保険
料などに係る経費

扶助費
101億4,744万2千円

扶助費
101億4,744万2千円
生活保護費などの生
活支援および児童手
当などの手当に係る
経費

公債費
30億7,001万1千円

公債費
30億7,001万1千円
地方債（市の借金）の
返済に係る経費

物件費
56億76万1千円

物件費
56億76万1千円
物品の購入や臨時職員の
賃金などに係る消費的経費

補助費等
41億9,581万円
補助費等

41億9,581万円

繰出金
42億4,954万8千円

繰出金
42億4,954万8千円
特別会計で行う事業の
財源確保に係る経費

投資的経費
27億996万8千円
投資的経費

27億996万8千円

その他
 8億7,290万2千円

その他
 8億7,290万2千円

地方債のうち臨時財政対策債　18億3,140万円
　※臨時財政対策債＝国の地方交付税特別会計の財源が不足し、本来地
方交付税として交付するべき財源が不足した際、地方交付税交付額を減
じて、その補てんとして地方公共団体に地方債を発行させる制度。

地方公共団体間の財
源の格差を調整する
ために国から配分され
たお金

特定の事業に対し国
や都から交付された
負担金や補助金など

歳出
314億1,143万4千円

平成13年度
歳出

314億1,143万4千円

人件費
93億432万6千円

人件費
93億432万6千円

扶助費
41億2,710万8千円

扶助費
41億2,710万8千円

公債費
30億5,511万6千円

公債費
30億5,511万6千円

物件費
55億8,812万1千円

物件費
55億8,812万1千円

補助費等
27億8,020万3千円

補助費等
27億8,020万3千円

繰出金
36億9,045万2千円

繰出金
36億9,045万2千円

投資的経費
23億2,966万5千円

投資的経費
23億2,966万5千円

その他
5億3,644万3千円

その他
5億3,644万3千円

10年前は・・・

図２

平成13年度
歳入

325億5,219万4千円

平成13年度
歳入

325億5,219万4千円

市税　
157億237万3千円

市税　
157億237万3千円

地方交付税　
40億6,173万2千円
地方交付税　

40億6,173万2千円

国・都支出金　
61億2,151万4千円
国・都支出金　

61億2,151万4千円

地方債　
15億7,390万円
地方債　

15億7,390万円

その他　
22億4,550万9千円

その他　
22億4,550万9千円

地方譲与税・税連動交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金 

28億4,716万6千円

地方譲与税・税連動交付金
交通安全対策特別交付金
地方特例交付金 

28億4,716万6千円

10年前は・・・

平成 25年（2013年）

９／１５号
No. 1105

《
今
号
の
主
な
内
容
》

・
新
小
学
１
年
生
対
象
の
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す  

３
面

・
「
村
野
家
住
宅
」
秋
季
特
別
見
学
会
を
実
施
し
ま
す 

４
面

・　

年
度
「
お
子
さ
ん
に
対
す
る
定
期
の
予
防
接
種
」
の
ご
案
内 

８
面

２５

歳

入

の

状

歳

入

の

状

況況

　

歳
入
の
状
況
は
、
図
１
が　

年
２３

度
、
図
２
が　

年
前
を
表
し
て
い

１０

ま
す
。

　

構
成
割
合
は
、
市
税
が
５
割
近

く
を
占
め
て
お
り
、
市
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の
市
税
収
入
の
約

半
分
を
、
個
人
市
民
税
が
占
め
て

い
ま
す
。
市
税
は　

年
前
と
比
較

１０

す
る
と
、
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り

増
加
し
た
も
の
の
、
少
子
高
齢
化

や
景
気
の
低
迷
な
ど
を
要
因
に
、

　

年
度
（
１
６
６
億
４
５
０
２
万

２０円
）
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
経
済
動
向
は
回
復

傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
状
況
は

続
い
て
お
り
、
景
気
回
復
の
影
響

が
市
財
政
に
ま
で
波
及
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
化
に
伴
う
担
税

世
代
の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続
い

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
市
税

収
入
の
大
幅
な
増
加
は
期
待
で
き

な
い
状
況
で
す
。

　
　

年　

月
１
日
現
在
の　

歳
以

２３

１０

６５

上
の
人
口
は
２
万
７
２
３
５
人
で
、

市
民
全
体
の　

・
８
%
の
割
合
と

２３

な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
推
計
で
は
、

　

年
度
に
は
３
万
２
０
７
９
人
と

２６な
り
、
そ
の
割
合
は
約　

%
に
な

２８

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
、　

年
前
よ
り
歳
入
の

１０

総
額
は
増
え
て
い
る
の
で
、
財
政

的
な
問
題
は
無
い
よ
う
に
見
え
ま

す
。
し
か
し
、
使
い
道
が
限
定
さ

①
行
政
評
価
制
度
の
活

①
行
政
評
価
制
度
の
活
用用

　

市
で
は
、　

年
度
か
ら
行
政
評

１４

価
制
度
を
導
入
し
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
事
務
事
業
評
価
、

施
策
別
評
価
（　

年
度
振
り
返
り

２４

評
価
）
に
加
え
て
、
事
務
事
業
ベ

ー
ス
で
の
総
点
検
を
実
施
し
、
事

業
の
実
施
状
況
や
必
要
性
な
ど
を

評
価
・
検
証
し
、
事
務
事
業
の
廃

止
や
、
経
費
の
抑
制
な
ど
に
努
め

て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　

現
在
、
市
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
づ
く

り
を
行
い
、
多
岐
に
わ
た
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
に
応
え
、

将
来
に
わ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

東
久
留
米
市
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
改
革
・
改
善
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
歳
入
面
、
歳
出
面
、
財
政
調
整
基
金
の
面
な
ど

か
ら
、
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
財
政
課
緯
４
７
０
・
７
７
０
６
へ
。　

　

市
税
収
入
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
減
少
し
、

一
方
で
社
会
保
障
関
連
費
は
増
え
続
け
、
市
財
政
は
と
て
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
立
し
た
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
を
図
り
安
定
し
た
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、

将
来
を
見
据
え
て
不
断
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
行
政
管
理
課
緯
４
７
０
・
７
７
０
４
へ
。　

れ
ず
に
市
が
「
自
由
に
使
え
る
お

金
」（
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
）

は　

年
前
と
比
べ
る
と
、
全
体
の

１０
約　

%
あ
っ
た
も
の
が
、　

年
度

７０

２３

で
は
約　

%
と
な
り
、
そ
の
構
成

５６

割
合
は
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
由
に
使
え
る
お
金
」

と
言
っ
て
も
、
こ
の
中
か
ら
生
活

保
護
費
な
ど
、
法
律
な
ど
で
決
め

ら
れ
て
い
る
市
が
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
経
費
や
、
ご
み
処
理

の
た
め
の
経
費
、
地
域
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
各
公
共
施
設
を
維
持
す
る

た
め
の
経
費
、
こ
の
ほ
か
国
な
ど

か
ら
の
借
金
に
対
す
る
返
済
な
ど
、

毎
年
経
常
的
に
支
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

「
自
由
に
使
え
る
お
金
」
の
う
ち
、

こ
れ
ら
の
経
常
的
に
支
出
す
る
経

費
の
占
め
る
割
合
が
増
加
す
る
と
、

財
政
の
硬
直
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
硬
直
化
が
ど
の
程
度
な
の

か
を
表
す
指
標
と
し
て
、「
経
常
収

支
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
の
財
政
に
「
ゆ
と
り
が
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
」
を
判
断
す
る
も

の
で
、
１
０
０
%
に
近
づ
く
ほ
ど

「
ゆ
と
り
が
な
い
」
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
の
同
比
率
は
、　

年
度

１３

決
算
時
は　

・
２
%
で
あ
っ
た
も

９０

の
が
、　

年
度
決
算
時
で
は　

・

２３

９６

１
%
と
な
り
、　

年
前
と
比
べ
５
・

１０

９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

ま
た
都
内　

市
の
中
で
は
、
下
位

２６

か
ら
３
番
目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

歳

出

の

状

歳

出

の

状

況況

　

歳
出
の
状
況
は
、
図
３
が　

年
２３

度
、
図
４
が　

年
前
を
表
し
て
い

１０

ま
す
。　

年
前
と
比
較
す
る
と
、

１０

市
職
員
数
の
削
減
な
ど
人
件
費
を

抑
制
す
る
一
方
で
、
近
年
の
社
会

情
勢
の
変
化
や
景
気
低
迷
な
ど
の

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
てて

と市の財政状況と行財政改革

影
響
も
受
け
、

扶
助
費
の
増
加

傾
向
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
繰
出

金
も
、
扶
助
費

と
同
様
に
今
後
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
繰
出
金
と
は
、
特

別
会
計
（
一
般
会
計
か
ら
独
立
し

た
経
営
管
理
が
行
わ
れ
る
会
計
）

が
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
、
一
般
会
計
か
ら
各
種
の
事
業

資
金
へ
支
出
す
る
も
の
で
す
。
特

別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
の

３
会
計
は
、
高
齢
化
な
ど
を
背
景

に
し
て
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
額
を
超

え
て
一
般
会
計
で
補
っ
て
い
る
状

況
も
あ
り
、
市
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基

金

の

状

基

金

の

状

況況

　
「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
市
の
歳

入
不
足
を
補
っ
た
り
、
災
害
時
な

ど
不
測
の
事
態
に
対
応
し
た
り
す

る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
家
計
に

例
え
る
と
、
普
通
預
金
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
こ
の
基
金
の　

年
度

２４

末
残
高
見
込
み（　

年　

月
時
点
）

２４

１０

は
約　

億
円
で
、
大
規
模
な
災
害

１３

時
に
対
応
す
る
た
め
の
金
額
と
し

て
は
十
分
と
言
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、　

年
度
の
決
算
に
よ
っ

２４

て
生
じ
る
剰
余
金（「
入
っ
て
き
た

お
金
」
と
「
支
払
っ
た
お
金
」
と

の
差
額
）
の
一
定
程
度
を
積
み
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
き

く
積
み
増
し
す
る
こ
と
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
の
実
施
の
た

め
に
借
り
入
れ
る
地
方
債
と
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
借
入
額
と

を
合
わ
せ
た
金
額
が
、
公
債
費

を
超
え
な
い
よ
う
に
管
理
を
行

い
、
毎
年
度
支
払
う
公
債
費
の

減
少
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し　

年
度
予
算
に
お
い

２５

て
は
、
財
政
調
整
基
金
を
約
９

億
円
取
り
崩
し
、
さ
ら
に
財
産

収
入
を
約
７
億
円
歳
入
予
算
に

組
み
入
れ
て
歳
出
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
た
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
全
庁
的
な
認
識
の

も
と
、
よ
り
一
層
の
行
財
政
改

革
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
決
算
分
析
を
行
い
、

ま
と
め
た
も
の
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）
で
公
表
し
て

い
ま
す
。　

年
度
決
算
の
概
要

２４

に
つ
い
て
は
、
広
報　

月　

日

１２

１５

号
で
、
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

安
定
し
た
財
政

安
定
し
た
財
政 

運
営
に
向
け

運
営
に
向
け
てて

　

歳
入
面
で
は
市
税
が
減
少
し
、

歳
出
面
で
は
扶
助
費
な
ど
の
社

会
保
障
関
連
経
費
が
増
大
し
続

け
、
市
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

現
状
は
、
財
政
運
営
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
安

定
し
た
財
政
運
営
に
向
け
、
財

政
面
に
お
け
る
目
標
を
立
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
将
来
の
財
源

不
足
や
災
害
な
ど
に
備
え
て

「
財
政
調
整
基
金　

億
円
の
継

２０

続
的
な
確
保
」
を
目
標
に
、
予

算
編
成
で
は
多
額
の
財
政
調
整

基
金
を
経
常
的
な
経
費
に
使
わ

な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、臨
時
財
政
対
策
債（
図

１
中
の
※
参
照
）
の
多
額
の
発

行
は
、
公
債
費
（
返
済
す
る
お

金
）
が
増
加
し
、
財
政
の
硬
直

化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

借
り
入
れ
抑
制
を
図
っ
て
い
ま


